
 

東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会推進本部（第８回）

議事録 

 

日時：平成 29 年５月 19 日（金） ８：15－８：25 

場所：官邸４階大会議室 

出席者：安倍内閣総理大臣、麻生副総理・財務大臣・内閣府特命担当大臣、菅内閣官房長官、

高市総務大臣・内閣府特命担当大臣、金田法務大臣、岸田外務大臣、松野文部科学大

臣、塩崎厚生労働大臣、山本農林水産大臣、世耕経済産業大臣・内閣府特命担当大臣、

石井国土交通大臣、山本環境大臣・内閣府特命担当大臣、稲田防衛大臣、吉野復興大

臣、松本国家公安委員会委員長・内閣府特命担当大臣、鶴保内閣府特命担当大臣、越

智内閣府副大臣（石原内閣府特命担当大臣代理出席）、加藤内閣府特命担当大臣、山本

内閣府特命担当大臣、丸川東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会

担当大臣、萩生田内閣官房副長官、野上内閣官房副長官、杉田内閣官房副長官 

 

【丸川大臣】 

ただ今から、「東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会推進本部」の第８

回会合を開催いたします。 

御多忙の中お集まりいただき誠にありがとうございます。 

早速、議事に入らせていただきます。まず、議題１について、資料１-１をご覧ください。 

 

《2020年東京大オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会の準備及び運営の推進に関する

政府の取組の状況に関する報告案について》 

昨年６月に改正されましたオリパラ特措法に基づいて、大会の準備及び運営の推進に関する政

府の取組状況について、毎年国会に報告することとされました。 

この報告案では、平成27年閣議決定の「オリパラ基本方針」に沿って、平成28年度を中心に取組

状況を整理しております。 

 

第１章、第２章では、総論として、関係機関と円滑な連携を図りつつ取組を加速したことなど

について記載をしております。 

 

第３章は、大会の円滑な準備及び運営に向けて、安全安心の確保のための「セキュリティ基本

戦略」の決定、サイバーセキュリティ対策における体制の強化、円滑な輸送のためのインフラ整

備や訪日外国人受入れ対策、メダル獲得に向けた育成強化やアンチドーピング対策、新国立競技

場の本体工事の開始などの取組について記載をしております。 

 

そして第４章は、大会を通じた新しい日本の創造に向けて、野球・ソフトボールの福島県での



 

開催の実現やホストタウンの登録開始、日本文化の魅力発信のための beyond2020（ﾋﾞﾖﾝﾄﾞ・ﾆｰｾﾞ

ﾛ・ﾆｰｾﾞﾛ）プログラム の認証開始や国産食材の提供に向けた調達基準の策定、ユニバーサルデザ

イン2020行動計画の決定とこれに基づく学習指導要領の改訂などの取組について記載をしており

ます。 

 

これまでの取組に係る閣僚の皆様の御尽力に感謝を申し上げます。大会成功に向けて今後も一

層の取組の推進をお願い申し上げます。 

 

なお、大会開催経費の費用分担についてですが、先般、総理から「直ちに東京都や組織委員会と

の調整に入るように」との御指示を頂きました。現在のところ、東京都からは都外の仮設整備の

費用について東京都が負担し、関係自治体には負担を求めない方針が表明されておりますが、今

後、仮設施設のみならず開催経費全体の費用分担について、早期に成案を得られるよう引き続き

関係者間の調整を進めることが課題となっています。 

国としても、立候補ファイルで約束をしておりますパラリンピックの経費の支援のほか、国が

本来担うべきセキュリティ対策やドーピング対策等についてしっかりと取り組んでまいります。 

 

《「2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会関係府省庁連絡会議の開催について」の一部

改正案について》 

次に議題２に移ります。資料２をご覧ください。 

議題２は、セキュリティに係る取組の強化に向け、関係府省庁連絡会議のメンバーとして、

内閣危機管理監を副議長として追加することなどを内容とするものです。 

 

続いて、決定事項の確認を行いたいと思います。 

お諮りさせていただいております議題１と議題２について、御異議はございませんでしょう

か。 

 

御異議なしということで、両案を決定させていただきます。 

 

《「2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に係る交通輸送円滑化推進会議」の設置につ

いて》 

次に議題３に移ります。ここからは報告事項です。資料３をご覧ください。 

世界有数規模の都市である東京での大会の成功のために、市民生活や経済活動への影響を最小限

にしつつ円滑な大会輸送を実現するため、政府、組織委員会、東京都、関係自治体及び経済界が一

体となって検討・調整する交通輸送円滑化推進会議を、昨日、設置・開催いたしました。 

 

今後、国民全体の御理解、経済界からの御協力を得ながら、国民や企業の交通行動や働き方など

を見直す取組の合意形成や、機運醸成を図り、大会輸送と一般交通が適切に共存できますよう、全

国的な視野で検討を進めてまいります。 

 



 

《ラグビーワールドカップ2019の準備状況について》 

次に、資料４をご覧ください。ラグビーワールドカップ2019の準備状況について、松野文部

科学大臣より、御説明をお願いします。 

 

【松野大臣】 

資料４をご覧ください。 

本年度の大きなイベントとして、５月10日、京都迎賓館において、安倍総理大臣も御出席の

もと、プール組分け抽選会が開催されました。 

日本代表はプールＡに入り、アイルランド、スコットランドと対戦することが決定しました。 

 

本決定を受けて、秋頃には試合日程が発表される予定となっています。 

 

また、本年秋以降、公認キャンプ地が順次決定していく予定です。 

 

ラグビーワールドカップ2019を国として支援し、成功に導くため、閣僚の皆様におかれまし

ては、2020年東京大会との一体的な準備に配意しつつ、積極的な取組をお願いいたします。 

 

【丸川大臣】 

ありがとうございました。 

 

それでは、これまでの説明に対して御発言をお願いいたします。まず、①高市総務大臣、よ

ろしくお願いいたします。 

 

①高市総務大臣 

大会輸送と通勤に係る交通需要のお話が先ほどございましたが、総務省では、今年から2020

年まで、開会式が行われる７月24日を「テレワーク･デイ」とし、全国的にテレワークの一斉実

施を呼び掛けていくこととしました。 

テレワーク施策の主管官庁としまして、今年の夏から2020年まで、毎年の国民運動として展

開してまいります。多くの企業・団体にも御参加をいただけますよう、関係府省の皆様の御協

力をお願いいたします。 

 

②松野文部科学大臣 

文部科学省としては、本年３月に平成33年度までを計画期間とする第二期スポーツ基本計画

を策定したところであり、この計画に基づき、大会のレガシーとして、「一億総スポーツ社会」

の実現等に取り組んでまいります。 

 

 

③世耕経済産業大臣 

経済産業省では、2020年オリパラ大会を契機に、「もの と もの」、「人 と システム」、「企



 

業 と 企業」など、様々なつながりによって全く新しい付加価値を生み出していきたいと考えて

おります。 

具体的には、「モビリティ」、「スマートコミュニティ」、「おもてなしプラットフォーム」な

ど11のプロジェクトを推進してまいります。 

 

④石井国土交通大臣 

国土交通省としては、首都圏空港の機能強化や道路輸送インフラの整備等、円滑な輸送対策

に取り組んでまいります。 

交通輸送の円滑化につきましても、交通機関・インフラを所管する立場から、内閣官房をは

じめとする関係機関等と連携をして取り組んでまいります。 

 

⑤吉野復興大臣 

「復興五輪」に向け、被災地と連携した取組を進めてまいります。 

また、釜石市でのラグビーワールドカップについても、取組を進めてまいります。 

 

⑥松本国家公安委員会委員長 

警察といたしましては、厳しい国際テロ情勢を踏まえ、東京大会の円滑な運営と安全確保に

向け、引き続き諸対策を推進してまいります。 

 

【丸川大臣】 

ありがとうございました。 

 

それでは、ここでプレスが入室いたします。 

 

[プレス入室] 

 

【丸川大臣】 

安倍内閣総理大臣からご挨拶を頂きたいと存じます。よろしくお願いいたします。 

 

【安倍内閣総理大臣】 

東京大会まで、間もなくあと３年になります。 

 

大会の成功のためには、東京都、組織委員会、国、さらには関係自治体が一体となって準備

を進めていく必要があります。 

 

今般、昨年度までの政府の取組状況について国会報告を取りまとめたところですが、今後、

国として、各施策の進捗管理を徹底しながら取組を加速させていきたいと思います。 

 

例えば、大会輸送については、市民生活や経済活動に与える影響を最小限にする必要があり



 

ます。このため、大会輸送と一般交通の適切な共存を図る観点から、昨日、「交通輸送円滑化

推進会議」を立ち上げました。これにより、経済界とも一体となって対策を実施していきます。 

 

大会開催経費の費用分担の問題についても、先般、丸川大臣に国として直ちに調整に入るよ

う指示いたしました。大会の円滑な準備のため、開催経費全体について関係者間で精力的に調

整を進めてもらいたいと思います。 

 

2019年に開催されるラグビーワールドカップともしっかりと連携し、東京大会を世界一の大

会とすべく、正にチームジャパンとして取り組む必要があります。 

閣僚の皆様におかれては、更なる御尽力をお願いいたします。 

 

【丸川大臣】 

ありがとうございました。 

それでは、報道関係の皆様は大変恐縮ですが、ここで退室をお願いいたします。 

 

[プレス退室] 

 

【丸川大臣】 

本日の会合はこれで閉会とさせていただきます。 

本日の議事内容については、配布資料を含めて内閣官房から公表することを予定しておりま

すので、御了承ください。 

ありがとうございました。 


